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Ⅰ　島根県の自然環境

国立・国定・県立自然公園等位置図
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第１章　環境への負担の少ない循環型社会の構築

第１節　大気環境の保全【環境政策課】

表１－１－１　県内大気測定局・測定物質一覧
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－１－２　平成18年度 大気常時監視結果の概要（環境基準評価状況）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－１－３　平成18年度有害大気調査結果（年平均値）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－１－４　大気中フッ素化合物調査結果
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－１－５　平成18年度 解体等工事における大気環境石綿濃度調査結果

表１－１－６　平成18年度 ばい煙発生施設等立入検査実施状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第２節　水環境の保全

図１－２－１　環境基準類型指定状況図
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－１　河川の水域別BODの環境基準達成状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－２　湖沼の水域別CODの環境基準達成状況

表１－２－３　海域の水域別CODの環境基準達成状況

水
環
境
の
保
全

1-2



第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－５　公共用水域影響調査地点及び基準値超過地点数

表１－２－４　地下水質調査（概況調査）地点及び基準値超過地点数

表１－２－６　汚染井戸周辺調査地点及び基準値超過地点数

表１－２－７　海水浴場の遊泳適否調査結果
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－８　特定事業場数（平成18年度末）及び延べ立入検査数（平成18年度）等
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－９　水質汚濁防止法に基づく特定施設
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－10　湖沼水質保全特別措置法に基づくみなし指定地域特定施設等の届出状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－11　島根県公害防止条例に基づく汚水特定施設（大型特殊自動車洗浄施設）の届出状況

表１－２－12　立入検査結果総括表
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－13　汚水処理人口普及状況（平成18年度末）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－14　生活排水対策重点指定地域（平成18年度末）

表１－２－15　浄化槽整備実績
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－２－16　水質目標値

表１－２－17　生活排水処理施設整備事業の実施状況（人口単位：千人）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

宍道湖・中海湖沼水質保全計画（第４期）の体系
下水道の整備

その他の生活排水処理施設の整備
（農業集落排水施設の整備、合併処理浄化槽の整備）

廃棄物処理施設の整備

湖沼の浄化対策
（湖内対策の推進、浮遊ゴミ等の除去）

工場・事業場排水対策
（排水規制、新増設に伴う汚濁負荷の増大抑制、指導等、環
境管理・監査の推進）

生活排水対策
（水質汚濁防止法に基づく生活排水対策の推進、下水道への
接続の促進、浄化槽の適正な設置・維持管理の確保）

畜産業に係る汚濁負荷対策
（畜舎管理の適正化、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用
の促進）

非特定汚染源負荷対策※

（農業地域対策、都市地域対策、自然地域対策、流入河川直
接浄化対策、非特定汚染源負荷対策の検討・推進）

緑地の保全その他湖辺の自然環境の保護

公共用水域の水質の監視・調査
（湖内及び流入河川の水質監視・測定、五感による湖沼環境
の定期調査（湖沼環境モニター））

調査研究の推進
総合的な流域管理の取組
漁業を通じた水質保全の推進
ラムサール条約への登録と賢明な利用の促進

住民の理解と協力及び参加による保全活動の促進※

（地域住民等による浄化対策、住民の理解と協力の確保、住
民組織等の育成・支援等、宍道湖ヨシ再生プロジェクトの
推進、親水型湖岸堤の整備）

環境学習の推進
水質事故への対応

関係地域計画との整合

事業者等に対する助成

水 質 の
保全に関する事業

宍
道
湖
・
中
海
湖
沼
水
質
保
全
計
画

規制その他の措置

その他必要な措置

水
環
境
の
保
全
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第３節　土壌環境の保全

表１－３－１　観測区数及び検体数
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第４節　騒音・振動・悪臭対策
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－４－１　騒音特定施設・特定建設作業の種類別届出件数

表１－４－２　振動特定施設・特定建設作業の種類別届出件数
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－４－３　平成18年度自動車騒音面的評価による環境基準達成状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第５節　化学物質の環境リスク対策【環境政策課】

表１－５－１　環境中のダイオキシン類常時監視結果
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境
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－５－２　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設届出状況

表１－５－３　特定施設の立入検査状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－５－４　排ガス中のダイオキシン類測定結果（平成18年度中）

表１－５－５　排出水中のダイオキシン類測定結果（平成18年度中）

表１－５－６　ばいじん等のダイオキシン類測定結果（平成18年度中）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

◇馬潟工業団地周辺ダイオキシン類対策の検討経過
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

馬潟工業団地周辺水路ダイオキシン類対策事業計画図

表１－５－７　島根県の届出排出量・移動量（平成17年度）

表１－５－８　島根県の届出排出量及び届出外排出量（平成17年度）
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－５－９　全排出量上位10物質とその排出量

表１－５－10　平成18年度内分泌攪乱化学物質濃度実態調査結果
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第６節　資源の循環利用及び廃棄物の減量

資
源
の
循
環
利
用

及
び
廃
棄
物
の
減
量

1-6



第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

図１－６－１　し尿処理施設整備状況 
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－６－１　コミュニティ・プラント整備状況

図１－６－２　年度別浄化槽の設置数

表１－６－２　保健所別、人槽別浄化槽設置状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

図１－６－３　ごみ処理施設（焼却施設）整備状況 
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表１－６－４　容器包装リサイクル法に基づく分別収集・再商品化の実績

表１－６－３　第４期島根県分別収集促進計画に基づく分別収集実施市町村数等

第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－６－５　産業廃棄物の排出量・再生利用量・埋立処分量の目標資
源
の
循
環
利
用

及
び
廃
棄
物
の
減
量
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－６－６　産業廃棄物中間処理施設設置状況（許可対象施設）

表１－６－７　産業廃棄物最終処分場施設設置状況（稼働中許可対象施設）

表１－６－８　産業廃棄物最終処分場（許可対象施設）監視指導調査結果
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

表１－６－９　産業廃棄物焼却施設（許可対象施設）種類別の排ガス中のダイオキシン類濃度

表１－６－10　産業廃棄物処理業者数

（参考）廃棄物焼却施設の排ガス中におけるダイオキシン類の排出基準

表１－６－11　クリーンパークいずも施設状況
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

図１－６－４　環境汚染に対する苦情の推移
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

図１－６－５　畜産環境保全対策等機能分担
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

図１－６－６　家畜排せつ物処理施設整備に係る主な事業と助成制度
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第１章　環境への負荷の少ない循環型社会の構築

第７節　原子力発電所周辺環境安全対策の推進
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第２章　人と自然との共生の確保

第１節　自然とのふれあいの推進【自然環境課】

表２－１－１　島根県自然環境保全地域一覧表
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－１－２　自然公園一覧表（平成19年３月31日現在）
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－１－３　自然公園利用者の推移
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－１－４　自然公園施設の管理委託状況
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－１－５　自然公園における年度別許可・届出事項の処理件数
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表２－１－６
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－１－７　自然公園施設整備一覧（平成18年度）

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の

推

進

2-1



第２章　人と自然との共生の確保

図２－１－１　島根県自然保護地域図
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第２節　生物の多様性の確保
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－２－１　鳥獣保護区等の指定状況
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表２－２－２　水鳥生息調査状況
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第３節　森林・農地・漁場の保全と活用
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－３－１　竹炭によるトマトの環境保全型栽培技術の確立

表２－３－２　水稲の有機栽培・減農薬栽培における病害虫防除対策試験
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第４節　快適な生活空間の形成
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－４－１　ツリーバンク事業の実績

表２－４－２　「県民一人ひとりの緑づくり」運動
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－４－３　宝くじ協会助成事業（公共施設等緑化事業）の実績

快
適
な
生
活
空
間

の

形

成

2-4



第２章　人と自然との共生の確保

表２－４－４　都市公園の種類
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－４－５　水道施設数
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第２章　人と自然との共生の確保

表２－４－６　水道普及率
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第３章　地球環境保全の積極的推進

第１節　地球温暖化の防止【土地資源対策・環境生活総務課・課環境政策課】
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第３章　地球環境保全の積極的推進

表３－１－１　県内の部門別二酸化炭素排出量の推移（エネルギー転換部門を除く）

表３－１－２　環境にやさしい率先実行形計画取組状況（平成18年度）
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第３章　地球環境保全の積極的推進

第２節　オゾン層の保護・酸性雨対策の推進

図３－２－１　松江、江津、川本におけるpH年平均値の経年変化
オ
ゾ
ン
層
の
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・
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第３節　国際的取組の推進
ア
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第１節　環境保全思想の普及・啓発
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第４章　環境保全に向けての参加の推進

表４－１－１　こどもエコクラブの登録状況
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第４章　環境保全に向けての参加の推進

第２節　各主体の環境保全活動の推進
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第４章　環境保全に向けての参加の推進

第３節　参加と連携による地域環境づくりの促進
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第４章　環境保全に向けての参加の推進

○大賞

〇奨励賞

〇特別賞
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

第１節　環境に配慮した施策手法の推進

表５－１－１　環境影響評価の実施状況
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

表５－１－２　開発事業についての指導件数
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

第２節　公害防止と公害防止体制の整備
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

表５－２－１　公害の種類別・発生源別苦情件数

表５－２－２　市町村別・種類別公害苦情・陳情受理件数
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

表５－２－３　公害防止管理者等の届出状況
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

第３節　環境マネジメントシステムの運用【環境政策課】
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第５章　共通的・基盤的な施策の推進

第４節　経済的措置【経営支援課】

表５－４－１　環境保全施設に対する貸付状況（平成18年度）
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済
的
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置
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